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れてきたのが（Paul Reclus,1964 ; Hélène Sarrazin, 




















（Sarrazin, 1985 ; Chardak, 1997 など）や思想史























ト性を指摘している（Reclus, Paul, 1964, 17）。 
エリゼは 1842 年 13 歳のとき、姉、兄も学んだこ
ともあるドイツ・ライン地方のノイヴィエド
（Neuwied）のモラヴィア兄弟の開いた学校に送ら


































のときであった（Reclus, Paul，1964； Fleming, 






る（Fleming, 1979, 36－42. ;1988, 34－38. なお、






り 、 当 時 の か れ の 気 持 ち の 「 自 己 説 明 」
























































































































































































































associaitions de production とこうした結社によって形



































の巻き返しが始まり、1871 年 9 月の IWMA ロンド






















































































































































































































































じる。1876 年ヨーロッパに亡命、1877 年 2 月ヴヴ
ェにエリゼ・ルクリュを訪ねている。これがエリゼ・
ルクリュとピエール・クロポトキンの最初の出会い



































































































































































































































































































































































それを自然内人類 humanity in nature とよんでい
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1） “Autour de 1905: Elisée Reclus – Paul Vidal de la 
Blache. Le géographe, la cité et le monde, hier et 
aujourd’hui,”Montpellier – Pézenas, 4－5 et 6 juillet 
2005.; “Elisée Reclus et nos géographes : Textes et 













Leunis et Neyts, 1986、p.142。 
6） このときの報告の内容については、エリゼが兄エリー
に詳しい手紙を送っている。これが資料とされてきたが、
フレミングは Bulletin stenographique にあたっている













































会のシンポジュウム参照（Institut des Hautes Etudes 
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